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在宅避難のすすめ

メリット①

生活環境を維持しやすい

普段住み慣れた場所で避難
生活を送ることができる

⚫ 自宅のトイレ・寝具・キッチンなど、
慣れた環境をそのまま使える

⚫ ペットがいる場合も安心して一緒
に過ごせる など

プライバシーの確保

プライバシーが守られやすい

⚫ 慣れた空間で過ごすことで
精神的な負担が軽減される

⚫ 避難所の騒音や人間関係の
ストレスを避けられる など

在宅避難チェックポイント ～自宅で避難生活はできるのか～

メリット②

自宅のチェックポイント

⚫ 隣家の倒壊や火災などの影響がない
⚫ 倒壊（傾き）などの被害がない

危険なし

危険あり

在宅避難が可能

地域の防災拠点や
友人・知人宅などへ避難

状況変化などで
危険と判断したら

地震発生！！

出典：イラストAC

地域の避難場所のスペースには限りがございます。大規模災害の際には、自宅とその
周辺の安全が確認できれば在宅避難を考えてみてください。
在宅避難ができる人が増えるほど本当に避難所が必要な人を守ることができます。

出典：広報よこはま金沢区版 2026年（令和8年）1月号



在宅避難の準備の基本 ～その①～

備蓄は『ローリングストック』
消費期限に合わせて定期的に
古いものから消費し、消費した分を補充

備蓄は『最低3日分、できれば1週間分

出典：横浜市 在宅避難のすすめ



在宅避難の準備の基本 ～その②～

家が倒壊しなくても家具が倒れたり、ガラスが割れたりすると在宅避難の妨げになり
ます。家の中の対策をしっかりと行い、安全に在宅避難ができる環境を整えましょう。

災害に強い家

出典：横浜市 在宅避難のすすめ

在宅避難のすすめ（出典：横浜市）

【ご参考】さらに詳しく知りたい方はこちらから

在宅避難を行うために必要な準備やメリットについて、
さらに詳しく知りたい方は横浜市HPをぜひ、ご確認ください。

※日本経済新聞は2025年12月27日付の記事で、能登半島地震で同月4日
までに災害関連死と認定された同県分の449人の年代や死因を公表しました。
約98％が60歳以上の方で、電気・水道の途絶や社会福祉施設の被災などが
死亡に繋がったそうです。皆さんも、今一度、防災に対する意識を徹底しましょう。



住宅用火災報知器の点検

2004年の消防法改正により、新築住宅は2006年6月1日、既存住宅は各市町村の
条例に基づき2011年6月までに順次火災報知器の設置が義務付けられました。
火災報知器の交換目安は10年です。
「いざ」というときに火災警報器が適切に作動するように、確認を行いましょう。

住宅用火災報知器の設置効果

住宅用火災報知器の点検・交換

出典：総務省 消防庁 住宅防火関係
https://www.fdma.go.jp/relocation/html/life/juukei.html

住宅火災における被害状況を分析したところ、住宅火災警報器が設置されている場合
は、設置されていない場合に比べ、死者数と損害額は半減、焼損床面積は約6割減した
結果となります。

出典：総務省 消防庁 住宅防火関係
https://www.fdma.go.jp/relocation/html/life/juukei.html

https://www.fdma.go.jp/relocation/html/life/juukei.html
https://www.fdma.go.jp/relocation/html/life/juukei.html
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